
4/18（土）の主なリリース機能 
（学協会様・印刷会社様向け） 

①DOI重複チェック機能 

②記事記述言語チェック機能 

③引用文献の言語判定機能 

④引用文献内のURL活性化 

⑤引用・被引用タブの日英表示統一 

⑥JOI表示を廃止（編集登載システム） 

⑦FAQリンクの追加 

 

 
（※一般閲覧者様向け資料では④⑤のみ掲載しております。） 



これまでは学協会様・印刷会社様が気付かないまま、すでに登録されているDOIと同じDOIで記事を公開
してしまう場合がありました。 

【例】・DOI組み立てルールが『資料コード・巻・開始ページ』でありながら、号ごとにページ番号を1から振り直している。 

   ・XMLファイル作成時、DOIをコピー&ペーストした後に修正を忘れる。 

重複した状態で記事を公開すると、前記事のDOIが上書きされ、前記事にDOIから到達できなくなります。 

 

 

①DOI重複チェック機能 

アップロードファイル内の記事と、公開済み
記事（公開前のアップロード済み記事含む）と
の間にDOIの重複があるとアップロードエラー
となります。 
※ただし、同一XMLファイル内の重複はチェックでき
ません。 

DOIの重複が存在する場合、編集登載画面（記事作成・
編集あるいは公開日設定時）でアラートが表示されます。 
※DOIの修正をお願いします。またDOI組み立てルールに原因がある場合、
J-STAGEセンター(center@jstage.jst.go.jp)へルール修正依頼をお願いします。 

従来 

エラーメッセージ 

（記事アップロード時） 
（編集登載画面時） 

DOIの重複チェックが、記事ファイルアップロードと編集登載画面に追加されます。 

今後 



②記事記述言語チェック機能 

記事アップロード時に、記事記述言語が未入力の場合、
一律で”英語”が自動設定されていました(記事記述言
語は必須項目です)。そのため実際の記述言語と不一

致となる場合がありました（アップロード後も編集登載画
面で更新可能です）。 
 
 
 

未入力の場合、一律英語ではなくジャーナルごとの 
J-STAGE表示優先言語（ジャーナル初期登録時に設定）
が自動登録されます。 

※ただし記事記述言語は必須項目のため、基本的には
入力をお願いします。 

記事記述言語とタイトル記述言語に差異がある場合は警告
メッセージが表示されます。警告パターンは以下になります。 
 ・記事記述言語が日本語、日本語タイトルなし 
 ・記事記述言語が英語、英語タイトルなし 

記事記述言語
部分が未入力 

警告メッセージ 

記事記述言語とタイトル記述言語で差異がある状態 （下図

例：記事記述言語が英語で、記事タイトルは日本語タイトルの
み）に警告等はなく、メタデータの不整合に気付かない場合が
ありました。 

必須項目である記事記述言語（本文記述言語）が未入力の場合にデフォルトでセットされるデータを変更
します。さらにタイトル記述言語との差異のチェックが行われるようになります。 

従来 

今後 

J-STAGE表示優先言語は、新規学会誌登録時に登録してい
ただいている言語です。 
（編集登載システムでは確認および変更はできません。） 

従来 

今後 

J-STAGE表示優先言語
が登録される 

初期登録時のヒアリングシート 



③引用文献の言語判定機能 

引用文献の記事記述言語が未入力の場合、親文献の記事記述言語が引き継がれて登録されます。 

その結果、引用文献が英語論文でありながら言語指定が日本語といったデータの不整合が起きる
場合がありました 。 

従来 

引用文献の記事記述言語が未入力の場合、引用文献原文の文字列が半角英数記号のみの 
場合は英語、それ以外の場合は日本語が自動判別されて登録されます。 

XMLファイルアップロード後の 
編集登載システムでの確認画面 

今後 

必須項目である引用文献の記事記述言語が未入力の場合にデフォルトでセットされるデータが変更され
ます。（アップロード後も編集登載画面で更新可能です）。 

 



④引用文献内のURL活性化 

引用文献のリンク付けは、ジャパンリンクセンターに問い合わせて、DOIの特定をする
ことで実現しています。この処理でDOIの特定ができなかった場合でも、引用文献原
文にURLの記載があれば、クリックできるようになります。 

 従来 

今後 



⑤引用・被引用タブの日英表示統一 

従来J-STAGEでは英語画面では半角英数以外の文字は表示しない方針をとってきました。 

しかし、昨今はブラウザ等の多言語対応が進み、海外からのアクセスでも日本語表示が
問題なくできるようになってきていること、また、[in Japanese]表示よりも日本語を表示し

た方が情報量は多く、利用者の閲覧にもつながるため、今後は英語画面でも日本語を
表示します。 

従来 

今後 

日本語文献は英語画面では 
一律 [in Japanese] と表示され 
ていました。 

今後は英語画面でも日本語
文献情報を表示いたします。 



⑥JOI表示を廃止（編集登載システム） 

JOI廃止に伴い、12月21日のメンテナンスで公開系のみ先行して非表示化しましたが、 
今回のメンテナンスで編集登載系（プレビュー画面）も非表示化しました。 

従来 

今後 



⑦FAQリンクの追加 

従来 今後 

FAQをよりご活用して頂くために、編集登載システムの画面右上にFAQリンクを追加します。 
 

リンク追加 


